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様式第２号（第５条関係） 

 

協働事業企画書  

整理番号   団体の名称 美加の台第 10 号緑地他植樹実行委員会 

事業の名称 美加の台第 10 号緑地他植樹事業 

提案の区分 
・市設定テーマ部門  〔テーマ名：                 〕 

○・市民自由提案部門 

１．提案内容 

①目的 
何を実現（解決）

したいのか？ 

10 号緑地他の一部で樹木が枯死し法面（斜面）が雑草で覆われ、緑の

環境が阻害されている。緑化し遠景の景観を視認し地域全体の潤いの

ある地域にする。 

②対象 
誰（何）に対して

行う事業か？ 

地域住民を始め来訪された人々、小学生・中学生に自然環境の素晴ら

しさ・大切さを実感させて興味を持たせる。 

③目標 

いつまでに、どの

ような状態にした

いのか？ 

可能な限り早急に行いたいが、5年～10 年で緑化させたい。 

④事業の 

必要性 

上記目的のために

把握している地域

や社会の課題やニ

ーズ 

地球規模で環境破壊が叫ばれ、住環境を住民自らが守り育てることが必要と

されておりこれを実現することが求められている。 

⑤概要 

どのような過程・

手段で行いたいの

か？（より具体的

に） 

上部（中学校側）から「さつき」「つつじ」「あじさい」「桜」を植

樹し、下部（小学校側）から見上げると花があり、上部からは遠景

（大阪湾）が望める。苗木が取得できれば、住民による植樹（穴掘

り）・除草・維持管理方針を定め継続事業としてみどり環境を守る。

経済面では行政他による援助、賛同される方による寄付金等事業を行

う。 

提案者 

（できること） 

事業の概要を地域全体に広報し、賛同者の募集、事業計画・進捗度・

進行状況の広報活動を行う。 

市 

（期待すること） 

経済的援助（補助金制度等の情報提供）、事業の市民向け広報、専門

家の情報・資料提供・派遣費用負担 ⑥役割分担 

その他 

（協力者など） 

全市民を対象とし、援助（人的・金銭的・知識等）を幅広く事業を展

開していく。 

⑦効果 

達成しようとして

いる成果、期待さ

れる波及効果 

美加の台地域の住環境が守り育てられていることを広報し、居住人口

が増加することを期待し市民人口の増加にも寄与し、高齢化社会で活

気の無い街の到来を止め、児童生徒の減少化を歯止し幼から老までが

安心して潤いのある住宅地になる。 
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２．提案内容の関連項目 

①行政と協

働する必要

性、相乗効

果、メリッ

ト 

なぜ行政と協働で

行う方が良いの

か？ 

当該地域が市管理（10 号緑地）で地域住民が自由に立ち入りするこ

とは不可能であるが（住民の不法行為・勝手に好きな樹木を適当に

植樹することを防止でき、公共財産に対する住民意識の向上にな

る）、市と協働で行うことにより行政との連帯感の醸成に寄与し、

緑化が確保される。 

②提案事業

を進めてい

く上で、想

定される課

題 

協働で行っていく

上で、何が問題な

のか（問題になり

そうか）？ 

事業延長は約 290ｍあり、（苗木 さつき 440 本 ￥500～￥1,000

つつじ 440 本 ￥500～￥1,000 あじさい 450 本 

￥500～ さくら 40 本 ￥1,000～￥3,000 程度必要と試算してい

ます）概算（苗木代）￥700,000～￥1,200,000 が必要であり、又技

術問題「植樹・除草等」（斜面であり植樹作業が高齢者では困難）

が確保及び解決できるのか？近隣関係住民の理解を得る（日照被

害・落葉の清掃・防犯問題・来訪者によるゴミ放置・プライバシー

の確保）ことに地域全体で努力することが求められる。 

③ＰＲした

いこと 

その他、行政と協

働していくに当た

って PR したいこ

とをご記入くださ

い。 

住環境の重要性・緑化・景観の確保と保存することの意義を機会あ

る毎に啓発を行っていきたい。 

 

 

団体の名称  美加の台第 10 号緑地他植樹実行委員会 

会員数          16 人 専従職員          0 人 

構成員数 

役員数           4 人 うち有給職員        0 人 

設立年月 平成 23 年 6 月 

活動の目的 美加の台第 10 号緑地他の樹木が少ない緑地の植樹を行う 

団
体
の
概
要 

主な活動内容 
美加の台第 10 号緑地他植樹実行委員会の設立 

美加の台地域の全住民に会員募集案内（全戸配布） 

 




